
 

 

 

 

 

 

新富町障害者活躍推進計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
新富町 

 

 



機関名 新富町役場 

任命権者 新富町長 

計画期間 令和２年４月１日～令和７年３月３１日 （５年間） 

新富町役場にお

ける障害者雇用

に関する課題 

 

 

 

 

過去に地方公共団体としての法定雇用率が未達成の状

況もあった。 

令和元年度は、２．９７％であり、県内地方公共団体と

して、トップクラスの法定雇用率である。 

法定雇用率達成は地方公共団体の責務であり、継続して

いく必要がある。 

また、令和元年度より県内自治体として、初めてチャレ

ンジ雇用を実施している。今後、先進自治体として実施体

制を確立していく必要がある。 

目標 

➀採用に関する

目標 

【実雇用率】（各年６月１日時点） 

（各年度）当該年６月１日時点の法定雇用率以上 

 

（参考）令和元年６月１日時点の実雇用率：２．７％ 

 

・毎年の任用状況・報告書による把握を行う。 

②定着に関する

目標 

離職者を出さない 

 

・障害者職業生活相談員による相談体制の充実を図ると 

ともに定期的な支援会議を開催し、状況把握を行う 

③満足度、ワー

ク・エンゲージ

メントに関す

る目標 

【ワーク・エンゲージメント】（仕事に対しての満足度） 

 本人へ満足度確認による把握 

・毎年４月時点で在職している障害者に対し、面談等を実 

施し把握等を行う。 

④キャリア形成

に関する目標 

【障害者が担当する職域の拡大】 

毎年度、新たな職域を開拓する。 

・人事評価記録書及び支援会議の中で把握を行う。 

取組内容 

➀障害者の活動を推進する体制整備 

⑴ 組織面 ・令和２年１０月までに、組織内の人的サポート体制（障

害者雇用推進者、障害者職業生活相談員、支援担当者）

を組織するとともに、組織外の関係機関と連携体制を構

築し、役割分担及び各種相談先を整理した上、関係者間

で共有をする。 

・職員向けに研修会を実施し、職員の障がい者に対する理 

解を深めるとともに意識啓発に努める。 

・支援学校及び就労支援施設等からの積極的な職場体験 

の受け入れを実施する。 



⑵ 人材面 障害者職業生活相談員に選任予定の者について、宮崎労働

局が開催する障害者職業生活相談員資格認定講習を受講

させる。 

２、障害者の活動の基本となる職務の選定・創出 

 採用又は部署移動その他定期的に面談を行い、障害者と業

務の適切なマッチングが出来ているかの点検を行い、必要

に応じて検討を行う。 

３．障害者の活動を推進するための環境整備・人事管理 

⑴ 職務環境 ・障害者からの要望を踏まえ、就労支援機器の購入を検討 

する。 

・障害者からの要望を踏まえ、作業マニュアルやチェック

リストの作成、作業手順の簡素化や見直しを検討する。 

⑵ 募集・採用 一般職員の募集に併せて、障害特性に配慮した選考方法や

職務の選定を工夫し、積極的な採用に努める。 

⑶ 働き方 時間単位の年次休暇や病気休暇などの各種休暇の利用を

促進する。 

⑷ キャリア形式 本人の希望等を踏まえつつ、実務研修等の教育訓練を実施

する。 

⑸ その他の人事

管理 

定期的な面談の設定及び必要に応じて随時面談を実施し、

状況把握・体調配慮を行う。 

４．その他 

 国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進 

等に関する法律に基づく障害者就労施設等への発注等を 

通じて、障害者の活躍の場の拡大を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


